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平成17年４月１日

各関係機関長 殿
沖縄県病害虫防除所長
（ 公 印 省 略 ）

発生予察情報について
平成1７年度病害虫発生予報第1号を発表したので送付します。

http://www3.pref.okinawa.jp/site/view/cateview.jsp?cateid=119

チャノホコリダニ（マンゴー）
(Banks)Polyphagotarsonemus latus

今月のトピック

平成1７年度病害虫発生予報第1号（４月予報）

☆ ☆予報の見方
①発生予察情報は、前月の調査に基づき発生程度が「並」以上の病害虫を中心に掲載しています。 「やや少」
以下の病害虫については通常掲載していません。
②「発生の程度」は平年との比較を示しています。そのため毎年その月で高い数値が続いた場合にはその月の
「発生の程度」は密度が高くても「並」として発表されます。前月との多少の比較はグラフを参考にして下さい。

花穂の被害

成虫

葉裏への寄生

卵

施設栽培のマンゴーの葉裏で多発し、花穂・果実に発生すると商品価値を著しく
低下させる。
成虫は体長0.2mm、淡黄色～乳白色で、長楕円形。発生ピークは果実の時期である
５～６月と新梢の多い８～９月である。
本種はマンゴーの他にナス科、ウリ科、マメ科などでも一般的にみられる。

被害と生態


